
岩手県震災アーカイブシステムの方向性について（たたき台） 

１ 議論いただきたいポイント 

 (１) 訴求ポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (２) コンテンツ作成における時間軸の設定 

  ○ システムの構築にあたっては、訴求ポイントごとに、時間軸を用いて、コンテンツを編成したいと考え

ているところ。 

  ○ 時間軸を設定することにより、「発災」⇒「現実のための対応」⇒「未来のための対応」といったストー

リー性を持ったコンテンツの構成が可能になると考えているもの 

  ○ たたき台として、訴求ポイントごとに「発災前・直後」「５日」「５週間」「５カ月」「１年」「３年」「５

年～」という時間軸を設定した。（県災害対策本部の廃止が震災から「５カ月」後であったことから、「５」

という数字を中心に設定したもの。） 

   ※ おぢや震災ミュージアム「そなえ館」においては、「発災」「３時間後」「３日後」「３カ月後」「３年後」

という５つの時間軸を設定している。 

 

 (３) システムの名称 

  ○ システムの名称として、「震災の記憶・教訓を未来に伝承することを多くの人がイメージできる名称」を

助言いただきたいこと。 

    「岩手東日本大震災津波アーカイブ～●●●●～」 

  ○ 第２回有識者会議の開催（10月中下旬予定）までに、委員の皆様に、文書で御意見を伺うことを予定し

ていること。 

 

   【参考１：委託業者からの名称提案】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   【参考２：他の自治体等の震災アーカイブの名称】 

   ・ 東日本震災アーカイブ「ひなぎく」（国立国会図書館） 

   ・ たがじょう見聞憶（多賀城市） 

   ※ 愛称、通称等を付与している震災アーカイブは多くないこと。 

 

 

２ 訴求ポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そなえ 

 東日本大震災津波による被害の大きさについて伝達するとともに、来る大

規模災害に備えて、想定にとらわれない物心両面での「そなえ」の重要性に

ついて訴求するもの 

結いの力 
 東日本大震災津波の経験をもとに、大規模災害発生時の応急対策及び復

旧・復興過程における地域コミュニティの重要性について訴求するもの 

支援から絆へ 

 東日本大震災津波の際に、県内外の関係機関、ボランティア団体等から受

けた支援に感謝するとともに、これら機関との「絆」の構築が大規模災害時

の対応に必要不可欠となることについて訴求するもの 

個性 

 大規模災害時には、障がいの有無、性別、疾患の有無など人それぞれの個

性に配慮した災害対応が必要となる。東日本大震災津波の経験をもとに、応

急対策及び復旧・復興過程における「個性」に対する配慮の必要性について

訴求するもの 

しなやかな 

対応 

 大規模災害時には、これまでの前例にとらわれない柔軟な対応を行うこと

が行政にも求められる。応急対策及び復旧・復興過程における行政の「しな

やかな対応」について訴求するもの 

 東日本大震災津波が発生しても変わることがない「ふるさといわて三陸」

の魅力について訴求するもの 

ふるさと 

いわて三陸 

震災についての記憶・教訓を未来に伝承 

防
災
・
教
育 

交
流
人
口 

震災の事実 

震災に伴う取組 

システムの利用者に対して 

・ 何を伝えたいのか 

・ 何を伝えるべきなのか 

⇒たたき台として、６つの訴求ポイントを

提示 

リアス 

 変わらぬ岩手のたから、リアスの海から昇る太陽のように、過去と現在と

未来をつなぎ、明日を照らしてくれる道しるべに本アーカイブがなってほし

いという願いを込めたもの 

琥珀のそら 

 「あけがたの 琥珀のそらは 凍りしを 大とかげらの 雲はうかびて」 

 宮沢賢治が琥珀に例えた岩手の明け方の空の輝きが雲を包み込むように、

本アーカイブが記憶を包み込み、未来に伝えていきたいという思いを込めた

もの 

資料２ 



３ コンテンツの方向性イメージ 

 

 

 

 

 

         

 発災前・直後 ５日 ５週間 ５ヵ月 １年 ３年 ５年～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        ※ 図中記載のコンテンツは、イメージであること。 

 

４ 想定される資料の一例 

 

 

 

 

・震災前後の被災地写真 

・震災前後の各市町村の津波ハザードマップ 

・発災時の避難行動に係る記録 

・発災時の避難生活に係る記録 

・防潮堤の整備に係る記録 

・防災意識の普及啓発資料 

・避難所運営に係るマニュアル 

・各市町村の津波避難計画 

 

 

 

 

・発災時の自主防災組織、消防団等の活動記録 

・発災時の避難生活に係る記録（被災者の助けあい） 

・仮設住宅での住民の交流の記録 

・町内会等における防災訓練の記録 

・民生委員の活動の記録 

・自主防災組織の育成に向けた行政の対応 

・消防団の育成に向けた行政の対応 

・まちづくり再生に向けた各地区の住民の取組の記録 

 

 

 

 

・自衛隊、消防、警察等の応急対策活動の記録 

（人命救助、ガレキ撤去、道路啓開ほか） 

・ＮＰＯによる被災者の見守り活動の記録 

・各市町村のボランティアセンターの運営記録 

・他県等の自治体応援職員の活動の記録 

・遠野市の後方支援活動の記録 

・自治体間の災害時応援協定 

・自治体・企業間の災害時応援協定 

 

 

 

 

・避難行動要支援者の避難の記録 

・避難所における要配慮者への対応記録 

・ＤＭＡＴ、こころのケアチームの活動の記録 

・仮設住宅等における見守り活動の記録 

・要配慮者対応を踏まえた各種防災計画等の策定、修正 

・岩手県災害派遣福祉チームの設置等 

・要配慮者対応を踏まえた防災訓練の記録 

・市町村における避難行動要支援者支援に係る全体計画 

 

 

 

 

・県・市町村災害対策本部事務局の活動の記録 

・義援金等の配当に係る記録 

・仮設住宅、みなし仮設の設置に係る記録 

・復興局の設置に係る記録 

・防災集団移転、区画整理等に係る対応の記録 

・被災者に対する広報の記録 

・震災の経験を踏まえた各種防災計画等の策定、修正 

・その他各復興事業に係る対応の記録 

 

 

 

 

・観光資源の被災写真 

・観光資源の復興の様子 

・被災地域の祭り、郷土芸能の写真 

・震災遺構の写真 

・ジオパーク・世界遺産の構成資産の写真 

・被災地域の街並みに関する写真 

・その他被災地域における各種イベントの写真 

 

結いの

力 

支援か

ら絆へ 

個性 

しなやか

な対応 

ふるさと 

いわて 

三陸 

消防団等による応急対策 

地域での避難所運営 

仮設住宅等での生活 

地域での防災訓練 

人命救助 

避難所炊き出し等（ボランティアほか） 

応援職員短期派遣 

災害時応援協定の締結 

本部支援室（初動） 

広報手段の拡大（釜石新聞等） 

失われた「ふるさと」 「ふるさと」の再編 

こころの復興（祭り、郷土芸能など） 

震災遺構・ジオパーク・世界遺産 

避難行動 

要配慮者のための見守り 

防災計画等の整備 

そなえ 

支援か

ら絆へ 

しなやか

な対応 

ふるさと 

いわて三陸 

個性 

結いの

力 

発災 現実のための対応 未来のための対応 

道路啓開 ガレキ処理（他県ほか） 

仮設見守り（ＮＰＯほか） 

応援職員長期派遣 

避難所・福祉避難所の対応 仮設住宅等 

本部支援室（生活再建期） 

物資供給（アピオ・トラック協会ほか） 

復興局 

各種防災計画の整備

ｂ 
広報（手書き等） 

再建支援（義援金等）、仮設住宅対応 復興事業 

そなえ 

津波の様子・東日本大震災による被害状況 

震災前の災害想定 

防災訓練、普及啓発 

ＨＭ・防災計画等の整備 

避難行動 避難生活・ライフラインの確保 

インフラ整備 

基盤復興期間 本格復興期間 応急対策期 


